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珊湊町附近の月吉・瀞kや八尾附近に多いも一ので

あるp月音からでるものは穀の内部につまった砂

泥が蛋白石にかわりま知りの石茨質の穀がとけ去

？て拳しい内型となつて残っているの柚多く「月

のおさかり」といって好事家に珍重されたりして

いる。ダイカリアわ團本でわ新第三細の恥から

F3の時代の標準化石である。

　ミオヂプシナ（Mio苫y帥皿邊）とオパーキュリナ

（QPe正。uli㎜〕　これも動本の期第三紀の下部の

地衝F11からF3までに多い商等育児虫である。

有子典わ殻おもった小型の（肉瞬でみえるかみえ

ない位、の）単細胞動物であるが，そのうち商等有

孔虫とよぱれいものわ比較的大型で（この二種わ

3～5n1m位のものが多い）．部屋のたくさんある複

睡な殻お｛、っていて，その各種…わ地質時代の限ら

れたものが多く，地厨の時代おきめるのに役に立
つ。ミオギプシナもオパーキエリナ屯火縄慶い淺

い海にすむもので化石としても南洋に多い。臼本

で屯北海道以溝の第三紀Fl－F望の地融こわ各地

で知られている。ミオギプシナわ泄掬的にも第三

綱漸新随から中新世に限られてでるもので現生の

ものわ知られていない。か｛rキユリナわ現世に

も熱帯にも熱帯の海にわ多く・・日本でも紀州の田

邊灘目附近まで生きているがそれより北にわ生き

ているのわまナご知られていない。ヴイカリアや，．オ

ハrキユリナ，ミオキブシナ（富山附近でわ言だ

知られていないが“白ドシクリナ）などの化石が

てることから新第三紀の酌牟F1－F畠の時代に日

本でわ今より海水の濃度の暖かであったことがい

え仙またこの頃の植物も暖い地方のものが多い
からひいてわ氣候が暖かであったことが推定され

る。このよおに化石の或ものわ時代お示すこと以

州こその時代の環境お物語るものであ孔日本で
は弐のGの時代に入ると水溜が冷たくだったこと

がわかっている。

　日本の新生界の画分　　本文やこの解題のなか

でFgとかGとゆう言葉おつかったが，これわ
日本の新生代の地居の時代おあらわしている。私

わ1ヨ本の新生代お古い方から順にAからK’まで

のアル7アベヅトによって時代おあらわすことに
していろ。地質時代の細い厨分わヨロロヅバでつ

く・られたものセあるが新段代の頃になると生物の

分布が地方的に局限されてきたものか多く，ヨ｝

ロツバの細い睡分おそのまま日本に適用すること

がむつしくなる。それで日本でわ濁自の厨分おっ

くる必要があるが，今までの研究でわ完全な鼠一

分おつくり上げるのが困難である。それで今まで

の資料扮整理して假。に便宜上からこのように文

字であらわす匿分法お用いる。ζとにした。これに

ついマ謙しいことわ文献（12）か（111お見て】貫き

たい．谷からDまでわ大鎧古第三紀でEわ古」薮
第三絡F（F1，∬。，’皿3に細分する）わ薪第三

幅中新陛，Gわ中新一群新設，H（亘1，恥）わ
新第三紀鮮新財，I（I1－I，〕わ鮮新一更新設，

J（Jl，J，，J3、わ第出弼更新（洪積〕世，Kわ

現世である。倉本でわ古第三紬の代りに秋津紀・

新築…粥の代；りに瑞懸絶・第四紀の代りに敷島紀

お傾1L・たし・とおもう。

　鉤比表　　鐵比表わ各地域のj也麿の相互の關係

と地質時代扮示したものであるg地騒名の所の敏
一字わ大麗．の厚さである。メソパーの岩相名にわ夫

のよおな暑字お用いた。

　“91一礫岩，目ト砂岩，剥一秒，醐一泥岩，舳

　一旦暦、仰芦一凝茨岩，tft一風茨岩（tu倣。），

　舳一シルト，α「一緑色凝友岩軽，p・．昌a一軽石

　質砂，縦d一綱砂i可bO1品（VO1O㎜iC目）一火山噴

　出物が主な地厨。（池擾展生）

　　山東省棲顧縣唐山地方の霞石

　　玄室岩に就いて（豫報）

　メサ水平に襲達する侵蝕に強い埴騒（此虚香
は熔岩）たよって上を蔽はれていた簿真地騒のみ

がテーブル状に侵蝕から残されて，属国の地睡か

ら突出して出来た台地。

　ビユロト　メナの小規漢の屯の。
　竈石　成分はN乱里O・A1里（）3・洲ig｛で，白榴石

（K雪O・A1203・4SiO里），賛長石（2C乱O’A1里03’S…O！

等），方沸石（N・；O・A1203・4Si02・2亘ヨO）一等と共

に准長石類として一括される淡色主要艦岩鑛物の

一である。いま霞石，白榴石だけを考えてみると

霞石は長石類中の曹長石（N的O・A1203・6SiO，）に

白榴石は正長石（K王D・A1203・6SiO1）に比較して

SiOヨが少い。之等准長石は肉眼脚こも顯微鏡下

に於ても石鄭長石等と混同されるし，文相互間
の厚別もむつかしい。特に火成岩中に微小な伯形

晶をなして現はれる様な場合には衛更そう雫あ
る。之等をイ瞬扮析をへずに確認するには屈折率

英勉の光學性測定以外に酸で腐蝕した後フクシン

の様な色繋で着色してみたIり，叉騒々の徴化學的

手段がとられる。然し斯る方法を常に行ふことは

賛際間題として困難であるし，叉一面准長石の産

出が極めて稀な息め等によって見逃．しをすること

が多い。鰭って餓程之等の鏡物を見なれてい衣い

と，更に叉アルカリ岩（後述）に甥する認識がな

ければ准長石を見つけることはむつかしい。鉤べ

ば本論文の勤象である唐山の霞石玄武岩にしても

著者が調査された他に饒に踏査され・斜長石玄蔵

岩と誤報されて居るし，．叉有名な島摂縣長握のそ

れにしても昨年薮授の踏査に依って東亜で最初の

譲見と、畷はれる黄長石が出現するなどは此事情を

如實に物語っているものだらう。

　アルカ脂化學的に云ふと“O＋・即ミ
A1！03（分子藪）の開係にある組成を屯った火成

岩の総繍で，Na！q　K｛o等のアルカリに富み，

C包Oに乏しいもので蟹在鑛物としてほアルカ切
長石（正長石，微斜長石，アノーソグレース等），

アルカリ輝石（エヂリソー英他），チタン輝石・金

角閃石（リロベツク角閃石英他、・・雲母・准長石

等が特徴的のものである。アルカリ岩の中でsiq雷



φ

に衡んだ屯のには石英があらはれ（之には准長石

はない）アルカリ流紋岩，アルカリ花開岩縛とな

る。　Si02が減少するに騎って粗面岩・閃長岩・

更に准長石ヵ轍糧石簿のSiO，に乏しい鑛物（不

飽和鑛物）と共にあらはれ極端な場合には長石の

全くみとめらオしない霞石玄武岩等に移っ（行く。

しかし世界でも含准長石岩の産出は極めて稀で白

榴石糧面岩，霞石玄武岩等は期學者の注阿をひき一

がなり古くから如何なる機構によって之等の岩石

が副こよりSiO里に富み，皿アルカリに乏しいと
考えられてゐる原岩漿〔火成岩をつくった原始

的な岩漿〕から出來たかと云ふこと即ちアルカリ

岩の成因に難しては幾多の考誘が學者によって雷

表されて來た。
　衛アルカリ岩は大西洋地咳に比較的襲養するの

で之を大西洋岩として概括することもある・叉含

白福石火山岩（明瞭に断定される嬢な含白榴石漢

成岩は未だ世界に知られていない。この霜注目す

る憤値がある〕はその全分布から地中海岩として

更に細別されることもある。

　カルクアルカリ鼻アルカリ岩に濁する語で化

學的にほNaρ十K20くA120里の組成畷係をもち

“20，K20等のアルカリに比較的乏しく・C＾O
に比較的富む火成岩の艦解である。蜜糧鋳物とし
ては斜長石（N的O・A1！03・6SiO1←→C乱O・A一里03・

2SiO里）に富み，輝石，角閃石讐に於てもアルカ

リ種はあらはれず，皆C乱Oに富んだ種である口

之はアルカ．リ岩に比較して普通のもので且普遍的

のものである。之は太平洋地域の主題をなすもの

で，日本のものも大部分之に圏する。騎って之を

太平洋岩なる名羅で｝括されることもある・

　種8本海アルカリ岩匝　日本海をめぐる地固こ

騒々としてアルカリ岩があらはれる。この地睡を

総括した言葉である。即ち朝鮮でわ威北地方のア

鰐襲㌔聾鰍濃濃霧麓婁
ある。なほ朝鮮湾州島や九州五島列島，隠渡島等

にも准長石を含まないアルカリ火山岩がある。之

等を纏播したものである。

　ジクヤヒラシガ岩講しくsio。に乏しい火成
岩でチタン輝石を主とし，更に磁鐵鑛・チタン鐵

鍍縛の他に少量の霞石を含んだ優黒質の叱じ）で，

名栂はブテヂ’宅の地名から來たもの。

　斜長石岩　殆んど斜長石のみか二・なる。之亦著

しくSi02の少い優白質の岩石（超鰹基性瑞）で

斑靹岩等の麗基性岩と共存することが多い・北斜

長石は〔）乱0に比較的常んだ穣。

　Magma肋s田1t及リシブールグ港m皿gl・・b1職1t

と云ぶのは有色難物として単斜輝石の斑脇，微晶

及鐵錫鱒が比較的少量のガラス石基に充填されて

9．
つ，

んろ耕｛I－o一このガラス石塔の成分；；1従來不舳の様

である。リソブルグ岩は鰍魑石を含んだ・㎜911阯

b船1孔tの意味にも，叉同義語としても取扱はれて

いる。

　。附シ店　斜長石，徽樋石，霞石｛方曹達石籏

の鑛物叉は白鰹高を含むこと屯ある）をま威鐘公

物とするアルカリ玄武質岩。

　　以上の解説は論文1欝恭不在中の篇11扁集委員め

　1人として吉澤が草したもので充分に本論文解

　説の役を果し駕なかったと思ふ。此解説に就い

　ての責任は，解設者にあることは記すまでもな

　い。　　　　　　　（吉澤甫）

　　　　合ニッケル紅土の研究

（1）　慎櫃岩　主要成分力；敵情石よりなる顛晶質

　の火成岩にして常に多少の輝石，角閃石等の有

　色鑛物の外グ目一ム鐵鑑・磁鐵岩1・尖晶石等を

　副成分として含有する。

（乞）蛇紋岩蛇紋岩をゴ三成分とし多くは撤優岩

　其の他の盤基性岩石より熱水璽質作用により生

一する。

（3）峨岩閃糠岩に棚篭する岩石に謝して命
　名せられたのであるが英の後第三鯉以前の噴出

　による粗粒質の玄武石に鱒用せられてゐ孔

（4）風化作用地表叉は比較的淺塵の岩石或は
　鑛物が外的作用により破壊蟹質せられ叉は分解

　する作用を云ふ。

（5）ホ＝1＝熱帯地方に特有なる紅色の土壌にし

　て露天化作用或は地下水の作用により岩石が分

　解せられた結果生成せられたものである。

（6〕超堕基僅岩　蟻酸の含有分少く犬艦45％以

　下の岩石にして長石，石英等殆んど含まず鰍暢

　石，輝石及び角閃石等の繊苦土銭物を主成とす

　る火成岩に謝する名穣である。

（n　固童設里正珪酸H4Si4の水素を他の元
　素にて置換せるもの例べば風信子鑛Z・Siへの

　如t。
（5）落鰯穂　飽和溶液に於ける陰陽雨イオンの

　濃度σ1欄を云ふ。溶液のイオン濃度の積が溶解

　積より大なる時は固鎧を析出し小なる時は固般

　は更に溶解するコ

〔9）＝：衣嚇鰯初成鑛物が風化作胴或は熱水
　作用に依り二歓的に蟹質して閉薬た鑛物を云

　ふ。

（川〕　カーゴニェライト　ニュカレドニヤの蛇紋

　岩山に産する糠色σ）苦1止及ニッケルの合力樹搬

　鰯でニツケλ．の武嬰な鏑石である。

　　　　　　　　　　（鵜飼保郭・田久保實大郎〕


